
 

（第２号様式）   
令和５年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立上矢部高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の主体的な
学習と、進路実現
のための精選され
た教育課程編成を
行う。また、各教
育活動の相互交流
が可能な教育課程
の編成を行う。 
 
 
②生徒のわかりや
すさに配慮した組
織的な授業改善
や、主体的な学習
習慣の育成に取り
組む。 
 

①本校の特色ある教
育課程の運用を図
る。生徒の進路実現
に向けた選択科目の
精選を行い、相互交
流の教育活動の展開
を実現する。 
 

 
 
②主体的･対話的で
深い学びの視点、及
びインクルーシブ教
育推進を踏まえた授
業改善を一層推進
し、ICT の効果的な
活用に努める。 

①効果的に教育
課程を運用し、状
況に応じて教育
課程を修正する
等のカリキュラム
マネジメントに努
める。 
 
 
 
②教員相互の授
業参観や研究授
業を、年間を通じ
て組織的・計画的
に行う。ICT の授
業への活用推進
に組織的に取り組
む。 
 

①本校の生徒の
特性に応じた授
業を展開するた
めに効果的なカリ
キュラムマネジメ
ントができたか。
生徒による授業
評価の結果が向
上したか。 
 
②個々の教員の
授業の質の向上
を図れたか。授業
におけるＩＣＴの
効果的な活用が
推進されたか。 

     

２ 
生徒指導・
支援 

①生徒一人ひとり
の個に応じた支
援・相談体制の充
実を図る。また、
基本的な生活習慣
の確立を図る。 
 
 
 
 
②生徒が主体とな
った部活動、学校
行事等を推進す
る。 
 
 

①生徒一人ひとりの
困難さやニーズに合
わせた支援体制、外
部機関との連携を含
めた相談体制の充実
を図り、課題の解決
にあたる。生徒の基
本的な生活習慣の確
立を図る。 
 
②特別活動等におい
て、生徒が主体的に
活動し達成感等が得
られるよう支援し、
課題解決能力の向上
を図る。 

①規範意識を高
め、ルールやマナ
ーを守る指導を
行う。登下校指
導、遅刻防止指導
を行う。支援を必
要とする生徒に支
援を行う。 
 
 
②生徒が主体的
に切磋琢磨し、計
画・運営できる場
面を多く設ける。
行事などが、コロ
ナ前に少しずつ戻
ることも踏まえて
生徒の活動を支
援する。 
 

①基本的生活習
慣が改善された
か。教育相談連
絡会やケース会
議を、支援の必
要な生徒に生か
し、課題の解決に
つながったか。 
 
 
②生徒会行事を
通して、９０％以
上の生徒が達成
感を持てたか。 
 

     

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
進路指導・
支援 
 
 
 
 
 

①多角的な視点を
持ったキャリア教
育を展開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒の個性や進路
意識の段階を踏ま
え、個に応じたキャ
リア教育を推進し実
践する。キャリア教
育の視点を生かした
教科指導、特別活動
の指導内容等を研究
する。 
 
 
 
 

①生徒・保護者か
ら情報を収集し職
員で共有する。教
科指導、特別活動
等とも連携し、多
面的なキャリア教
育を実践する。 
 
 
 
 
 
 

①生徒の個性や 
意識を踏まえた 
多面的なキャリア 
教育を実践でき 
たか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 

 

３ 

 
 
 
進路指導・
支援 

②生徒・保護者へ
の情報提供の機会
の充実と、相談体
制の確立を行う。 
 

②生徒・保護者対象
の説明会の実施、及
び面談時の進路情報
の提供の機会や内容
を充実させる。 

②生徒・保護者の
ニーズに応じた多
様な形態のガイダ
ンスや指導方法
を研究・実践す
る。 
 

②説明会、面談 
等での進路情報 
の提供、情報発 
信が適切で充実 
したものであっ 
たか。進路未決
定者を５％以下
にすることができ
たか。 

 

４ 
地域等との
協働 

①地域と連携し、
学校の特色を周知
するとともに生徒
の社会性を育成す
る。 

 
 
 
 
②地域との協働に
よる幅広い教育活
動の場面を設定す
る。 
 
 
 
 

①学校の教育活動を
説明会や電子媒体、
生徒の発表等で地域
等に向けて発信し、
地域との協働や地域
貢献活動の充実を図
る。 
 
 
②地域の教育力を活
用できる仕組みの充
実と開拓を進める。
地域社会における教
科「キャリア」の教
育活動の実践を図
る。 

①ＰＴＡ等との連
携した活動によっ
て、学校の教育活
動を地域に発信
する。地域の活動
に生徒が参加で
きる場面を設定
する。 
 
②説明会やイベン
ト等での生徒の活
躍の機会を設定
する。教科「キャリ
ア」の教育活動を
実践し、その効果
を学校全体で共
有する。 
 

①学校の教育活
動を地域に向け
て発信できたか。
地域の活動に生
徒が参加できた
か。 
 
 
 
②生徒の地域で
の生き方や在り
方のイメージづく
りにつながった
か。 
 
 
 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①全職員の共通理
解のもと人権に配
慮した生徒への対
応を行う。 

 
 

②安全・安心で信
頼できる学校環境
の整備を行う。業
務の効率化を行
う。 

 
 

①職員の共通理解の
もと、人権に配慮し
た生徒への対応等、
教育活動を行う。 

 
 
②業務の効率化を進
めるともに、不祥事
防止に取り組む。成
績処理や会計処理等
を正確に行う。 

 

①障がい者、マイ
ノリティに対する
理解等、人権に配
慮した研修を行
う。 
 
②勤務時間内の
会議の徹底や業
務内容を精査し
効率化を推進す
る。不祥事防止点
検シートを活用し
研修を行う。 
 

①人権に配慮し
た教育活動を再
確認できたか。 
 
 
 
②働き方改革を
意識し業務効率
化に努めたか。ハ
ンドブック等に基
づき適正な事務・
会計処理を行っ
たか。 

     

 

 


